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Pq 【運動期間】令和ア年9月21日⑤～9月S0日⑭間】令和ア年9月21日⑧～9月30B【 運 動 期 ⑧ ⑬ チャイルドシート着尾推准

シンボルマーク｢カチヤピヨン」

職職
歩行者の安全な道路

横断方法等の実践と

反射材用品や明るい

目立つ色の衣服等の

着馬促進

ながらスマホや飲酒

運転等の根絶と夕暮

れ時の早めのライト

点灯やハイビームの

活用促進

自転車･特定小型原動

機付自転車の交通

ルールの理解･遵守の

徹底とヘルメットの

着用促進

』ご内閣府
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I歩行者も安全な道路横断方法を意識しましょう I反射材用品や明るい色の衣服を着用しましょう
●横断歩道がある場所では横断歩道を

利用し､運転者に横断する意思をしっかり

と伝えて安全を確認してから渡りましょう。

●スマートフォンの操作やイヤホンで音楽を

聴きながらの歩行や横断は､注意力が散漫

になり､車の接近や周囲の状況に気づくの

が大幅に遅れるので危険です。

●反射材用品や明るい目立つ色の衣服は､夕暮れ

時や夜間､雨の日だけでなく日中も視認性を高め

ます｡反射材用品や明るい色の衣服で､周囲にあ

なたの存在を効果的にアピールしましょう。

●車や自転車､他の歩行者にとっても､あなたの存

在を認識しやすくなるため､夕暮れ時などの外出

時には､反射材等を意識して使用しましょう。
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ながらスマホや飲酒運転等の!
［
丙 雷と

イビームの活用促進

!|ながらｽﾏﾎや飲酒運転は絶対にダメ！ I夕暮れ時はﾗｲﾄ､夜間はﾊｲビｰﾑを活用し
安全性を高めましょう●運転中のスマホの操作や画面の注視は視覚情

報を奪い､運転操作を鈍らせる大変危険な

行為です。

●飲酒運転は判断力､集中力､運動能力を著しく

低下させる悪質危険な行為です。

●ながらスマホ､飲酒運転､あおり運転は､自分

だけでなく周りの人も巻き込む重大な交通事

故につながる極めて危険な行為であることを

認識し､｢しない｣｢させない｣を徹底しましょう。

a

●日没が早まる季節､夕暮れ時に歩行者

の道路横断中の交通事故が多く発生し

ます｡早めのライト点灯で事故のリスク

を減らしましょう。

●ハイビームは､遠方の歩行者や自転車、

落下物などを早期に発見することがで

き効果的です｡(対向車や先行車がいる

場合は､□－ビームに切り替えましょう）
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霊議諜麗機付自転車の交通ﾙｰﾙの理解･遵守"底＆自
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I自転車や特定小型原動機付自転車の交通ﾙｰﾙを理解しましょう
●自転車や特定小型原動機付自転車(いわゆ 、

る電動ｷｯｸポｰド等)にも交通ﾙｰﾙが定 q自転車安全利用五則】
められています。 ①車道が原則､左側を通行

歩道は例外､歩行者を優先●自転車の｢ながらスマホの禁止｣や｢酒気帯 ．…………..….………..….……...、

び運転に対する罰則｣が創設されています。 、交差点では信号と

一時停止を守って､安全確認

●特定小型原動機付自転車では､交通ﾙｰﾙ離間if､i薯黙f……….…
を無視した交通事故が増加傾向です。
．...…….….…..….…...….……....………..…….……….． ④飲酒運転は禁止

●交通ﾙｰﾙを正しく理解して､安全で安心獣臘弊錯甫…..………”
な運転を心がけましょう。 に 』，

〆 、

①車道が原則､左側を通行

歩道は例外､歩行者を優先
■●卓q①■●●｡●｡早●●●eee■●■●号■●●●OCcDC◆申O●■ゆ●BC●わ

、交差点では信号と

一時停止を守って､安全確認
DOCq●◆申①句早｡｡●ひ●｡●●●●■●●■●●GG●●■●●●旬OG●U●◆｡｡

、夜間はライトを点灯

④飲酒運転は禁止
b◆甲申●DOG串畢■e●●｡●●●●●●●CGDeGC■●■吟ロ ロ ロ■①$●早の､｡'

、ヘルメットを着用

ノ

Iﾍﾙﾒｯﾄは命を守ります
●自転車や特定小型原動機付自転車で走

行中､万が一､交通事故の当事者となっ

ても､ヘルメットを着用していれば､頭を

保護し､死亡リスクを大幅に軽減させる

ことができます。
■b●●●●①●由自C●｡■■●■申①由●o･◆｡｡申◆●epGg●骨自◆■号､●●●●●■申■●■①●甲○･･b●各けり○も弓●●●●■

●ヘルメットを着用することで交通安全意

識も高まります｡家族や友人にも｢ヘル

メットは命を守る｣ものとして着用を呼び

かけましょう。

L 乱
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